
理事・ブロック長の選出方法及び役員・代議員の就任年齢にかかる

会則及び施行細則の一部改正案

都道府県協会等からの意見を考慮のうえ、改正内容について慎重に検討し、会則

及び施行細則の一部改正案をとりまとめた。

【改正理由】

○組織の活性化・永続性、事業継承の円滑化のため、新しい人材を継続的に役員

に登用する規定整備が必要であること。

○現行会則では「都道府県協会等代表者」は「都道府県協会等が定める規程等に

基づき選任された者」として、①会員、入会、会費、ブロック長の互選等の職

務を行う者と、②理事に選出される者、が必ずしも一致しない例があるため、「都

道府県協会等代表者」及び「理事」の位置付けを整理する必要があること。

（参考）

・全専各連は任意団体ではあるものの、社団法人格をもつ都道府県協会等で構成

されていることから、平成１７年の文部科学省通知（公益法人等に対する、在

任年齢を含めた役員規程の整備要請）の主旨を踏まえた対応の必要性について

も考慮すべきとの意見があること。

【改正のポイント】

○役員・代議員の就任年齢を「就任年度４月１日時点で満７０歳以下」とするこ

と（但し監事の中で「会員以外の者」については年齢を特に定めない）。

○「理事」は会員の中から都道府県協会等が推薦する者（本改正案の就任年齢要

件を満たす者）とすること。

○「ブロック長」は都道府県協会等代表者の協議により推薦された者（本改正案

の就任年齢要件を満たす者）とすること。

第６号議案 別添資料



【会則の一部改正案】

現 行 改 正 案 改正内容・意見との関係等

（組織）

第３条

３ 第１項に定める都道府県協会等の代表者

（以下、「都道府県協会等代表者」という。）

は、都道府県協会等が定める規程等に基づき

選任された者とする。

（役員の選任）

第１５条

４ 理事は都道府県協会等代表者をもってこ

れに充てる。ただし、会員校数が１００校

に満たない都道府県協会等にあっては１

名、会員校数が１００校を超える都道府県

協会等にあっては、１００校につき１名及

びその端数につき１名を加算する数の理事

を選出する。なお、この外に、会長が理事

５名以内を指名することができる。

５ 監事は、常任理事会において推薦された

候補者の中から総会において選任する。

（組織）

第３条

３ ※改正なし

（役員の選任）

第１５条

４ 理事は、都道府県協会等に所属する会員の

中から都道府県協会等が推薦する者（第１６条

第１項の年齢要件を満たす者に限る。）とし、会

員校数が１００校に満たない都道府県協会等に

あっては１名、会員校数が１００校を超える都

道府県協会等にあっては、１００校につき１名

及びその端数につき１名を加算する数の理事を

選出する。なお、この外に、会長が理事５名以

内を指名することができる。

５ 監事は、常任理事会において推薦された候補

者の中から総会において選任する。

◆意見『県の代表者は「会

長」だけではないため、

従来通り「都道府県協会

等代表者」とするべき』

を反映。

※第１５条第４項「理事」

の選任：「都道府県協会

等代表者」を「都道府県

協会等が推薦する者」と

規定（代議員の推薦と同

様、機関決定による推薦

とした）。



６ 監事は、監事以外の役員又は第２５条第

１項に定める代議員（以下、「代議員」とい

う。）を兼ねることができない。また、監事

は相互に３親等以内の親族、同一都道府県

協会等の会員又は同一学校法人の関係者

等、特殊な関係にあるものであってはなら

ない。

（役員の任期）

第１６条 役員の任期は２年とする。ただし再

任を妨げない。

２ 補欠又は増員により選任された役員の任

期は、前任者又は現任者の残任期間とする。

３ 役員はその任期が満了しても、後任者が

決定するまでは、なおその職務を行う。

６ 監事の候補者は、この会の監事として適任と

認められる者とし、会則第６条に定めるこの会

の会員（監事を除く会則第１３条に定める役員

及び会則第２５条に定める代議員を除く。）及び

会員以外の者（会則第１８条に定める職員を除

く。）のうちから選出することができる。

７ 監事は相互に３親等以内の親族、同一都道府

県協会等の会員又は同一学校法人の関係者等、

特殊な関係にあるものであってはならない。

（役員の就任年齢及び任期）

第１６条 役員就任（補欠又は増員による役員就任

を含む。）時の年齢は、就任年度４月１日時点で満

７０歳以下とし、任期は２年とする。ただし、再

任を妨げない。

２ 補欠又は増員により選任された役員の任期

は、前任者又は現任者の残任期間とする。

３ 役員はその任期が満了しても、後任者が決定

するまでは、なおその職務を行う。

※施行細則第２条「監事の

選任」を会則第１５条６

項に、第６項の一部を第

７項に規定。

※会則第１６条「役員の任

期」：「役員の就任年齢及

び任期」と変更し、「就

任時の年齢を就任年度

４月１日時点で満７０

歳以下」と規定。



（代議員の推薦）

第２５条 代議員は、都道府県協会等に所属す

る会員の中から都道府県協会等が推薦する

者とし、会員校数が３０校に満たない都道

府県協会等にあっては１名、会員校数が３

０校を超える都道府県協会等にあっては、

３０校につき１名及びその端数につき１名

を加算した数とする。

４ 本条第１項の規定にかかわらず、第１５条第

６項に定める、会員以外の監事候補者について

は、就任時の年齢を特に定めない。

（代議員の推薦）

第２５条 代議員は、都道府県協会等に所属する会員

の中から都道府県協会等が推薦する者（第１６条

第１項の年齢要件を満たす者に限る。）とし、会

員校数が３０校に満たない都道府県協会等にあ

っては１名、会員校数が３０校を超える都道府県

協会等にあっては、３０校につき１名及びその端

数につき１名を加算した数とする。

※会則第１６条４項の追

加：第１５条６項の監事

候補者の中で「会員以外

の監事」に就任時の年齢

を特に定めないことを

規定。

※会則第２５条第１項「代

議員の推薦」：「理事の選

任」と同様に第１６条第

１項の年齢要件を規定。



（ブロック長）

第４２条

２ ブロック長は、当該ブロックにおける都

道府県協会等代表者の互選によって定め

る。

（ブロック長）

第４２条

２ ブロック長は、当該ブロックにおける都道府

県協会等代表者の協議により推薦された者（第

１６条第１項の年齢要件を満たす者に限る。）と

する。

※「ブロック長（第４２条

第２項）」の選出方法：

「都道府県協会等代表

者の互選」を「都道府県

協会等代表者の協議に

より推薦された者」と変

更。

◆意見『「都道府県協会等

代表者の互選」とされ

ている、ブロック長の

選出方法については、

就任年齢要件との整合

性が図られた規定にす

るべき』を反映。



【会則改正後の施行細則改正案】

現 行 改 正 案 改正内容

（目的）

第１条 この細則は、会則第５２条の規定に基

づき、会務の円滑な執行に資するため必要

な事項を定めることを目的とする。

（監事の選任）

第２条 会則第１３条第５号に定める監事の候

補者は、この会の監事として適任と認めら

れる者とし、会則第６条に定めるこの会の

会員（以下、「会員」という。監事を除く会

則第１３条に定める役員（以下、「役員」と

いう。）及び会則第２５条に定める代議員を

除く。）及び会員以外の者（会則第１８条に

定める職員を除く。）のうちから選出するこ

とができる。

（目的）

第１条 この細則は、会則第５２条の規定

に基づき、会務の円滑な執行に資する

ため必要な事項を定めることを目的と

する。

（監事の選任）

第２条 会則第１３条第５号に定める監事

の候補者は、この会の監事として適任

と認められる者とし、会則第６条に定

めるこの会の会員（以下、「会員」とい

う。監事を除く会則第１３条に定める

役員（以下、「役員」という。）及び会

則第２５条に定める代議員を除く。）及

び会員以外の者（会則第１８条に定め

る職員を除く。）のうちから選出するこ

とができる。

※施行細則第２条「監事の選

任」を会則第１５条６項に

規定し、以下の条文を繰り

上げ。



（重要な資産）

第３条 会則第１９条第２項第５号に定める

重要な資産とは、財産目録に計上される固

定資産のうち、会則第１９条に定める総会

（以下、「総会」という。）議決時点におけ

る時価又は評価額が１件５００万円以上の

ものとする。

（常任理事会、正副会長会議及び課程別設置者別

代表者会議の招集）

第４条 会則第２７条に定める常任理事会、会

則第２８条に定める正副会長会議及び会則

第３４条に定める課程別設置者別代表者会

議（以下、「課程別設置者別代表者会議」と

いう。）は、会則第１３条第１号に定める会

長（以下、「会長」という。）がこれを招集

する。

（重要な資産）

第２条 会則第１９条第２項第５号に定

める重要な資産とは、財産目録に計上さ

れる固定資産のうち、会則第１９条に定

める総会（以下、「総会」という。）議決

時点における時価又は評価額が１件５

００万円以上のものとする。

（常任理事会、正副会長会議及び課程別設置

者別代表者会議の招集）

第３条 会則第２７条に定める常任理会、

会則第２８条に定める正副会長会議及

び会則第３４条に定める課程別設置者

別代表者会議（以下、「課程別設置者別

代表者会議」という。）は、会則第１３

条第１号に定める会長（以下、「会長」

という。）がこれを招集する。

※以下、繰り上げ



（参考資料）

「都道府県協会等会長（理事長）ならびに理事の位置付け及び役員・代議員の就任年齢に関

する会則及び施行細則の一部改正」にかかる意見募集結果（概要）について

意見募集実施日：平成２１年３月１０日（火）～５月１１日（月）

意見提出方法 ：電子メール、ファックス

質問及び回答

意見提出状況

意見なし＝３１団体、意見あり＝１６団体

代表者の名称

会長＝４０団体、理事長＝７団体

都道府県協会等からの選出理事の平均年齢

６２．７歳（４７都道府県・５９名）


